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講演日時： 1 9年11月20日 （火）

12:50~14:20 

講演会場：山口県立大学講堂（桜圃会館）

講演者略歴

中村 哲：なかむらてつ

ペシャワ ール会現地代表

ペシャワ ール会医療サー ビス総院長

1 9 4 6年福岡市生まれ。

九州大学医学部卒。

専門は神経内科。

国内の診療所勤務を経て、

1 9 8 4年パキスタン北西辺境の州都

ペシャワ ールに赴任。

ハンセン病を中心としたアフガン難民の

診療に携わり現在に至る。

著書

『ペシャワ ールにて』

『医者井戸を掘る』

『アフガニスタンの診療所から』他

映像：アフガニスタンという国で

（一部掲載）

くナレ ー ション＞干ばつを克服し、 農村を

復興しなければ、 人々の平和な暮らしは取

り戻せない。 医師の中村さんは、 この地で

これまで培ってきたすべてをかけ、 新たな

事業に乗り出しました。

氷河の雪解け水を源流とする大河川ク

ナー ル川の水を干上がった高台に引き入

れることができれば、 3,000 ヘクター ルの

農地がよみがえり、 十数万人分の食糧を生

産することが可能となります。

中村さんは、 士木工学を独学で学び、 巨

大な用水路をつくる計画を練り上げまし

た。 砂漠化した大地を掘り進めるには、 大

量の人員と建設資材が必要です。総工費10

億円の建設費 は、 日本からの募金ですべて

賄います。

2003 年 3 月 19 日、 水路工事が始まり、

作業には 600 人を超す現地の人々が参加

しました。用水路ができれば、田畑を耕し、

生活の糧を得ることができます。 家族と共

にふるさとで暮らす。 その目標に向かって、

人々が集まりました。

今も、 テロ掃討のための空爆は続いてい

ます。 頭上をヘリが駆け抜ける戦乱の地で、

中村さんは奮闘し、 用水路は10キロを突

破。 田畑への通水が始まりました。 命の水

を求め、 中村さんとアフガニスタンの人々

の挑戦は続いています。

く中村氏＞ここで特に強調したいのは、 平

和とは何かということ。 戦争とは何か。 同

時に、 人が平和に生きて、 平和に暮らして

いくというのは一 体どういうことなのか。

この国にいると、 それが本当に浮き彫りに

して見られるわけです。

病気や戦争で死ぬ人もたくさんいます。

けれども、 逆に命の輝きとでもいいますか、

影があればあるだけ光もあり、 それがくつ

きり浮かび上がって見えるわけです。

実は、 これは人間ならば同じ、 日本でも

同じことなのです。 けれども、 特に命、 平

和とは何かということが、 この国の事情を

紹介することによって浮き彫りにされて

くるのではないかと思っているわけです。

講演

皆さん、 こんにちは。 中村です。 今朝8

時に福岡空港へ着きまして、 やっと間に合

いました。

今、 アフガニスタンとパキスタンで何が

起きているかということについて、 ほとん

ど日本では知られていません。 私がこれま

で経験した中で、 現地は最悪の状態にあり

ます。 日本に帰って驚きますのは、 こうい

った実情があまり伝わらない中で、 国際協

力だとか、 テロ特措法だとか、 議論されて

いることです。

私は政治的なことが大嫌いです。 まず実

情を知ってから、 いろいろな意見を持って

いただきたいと思っています。

先ほど、 映像で紹介された内容とダブる

かもしれませんけれども、 私が、 いろいろ

な政治的な意見を述べたり、 平和とはこう

いうものだと説教がましいことを言った

りするよりも、 私たちが歩んできた二十数

年間をそのまま皆さんに紹介することで、

平和とは何なのか、 地域の人々が集まって

協力し、 助け合うとはどういうことなのか、
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その ヒン トが得られるのではないかなと

思っております。

今日のタイトルは『医者が井戸を掘る理

由』ですが、 私の話の中から、 それをくみ

取っていただきたいと思います。

ペシャワ ー ル会とは
J"iキスタン

ペシャワ ー ル会というのが日本にあり

まして、 この支えにより、 経済的な面とワ

ー カ ーの派遣という両面の支えによりま

して、 現地にPMS (ペシャワ ー ル会医療

サ ー ビス）病院というものがあります。 こ

れが現地の活動母体です。 ペシャワ ールと

いう、 パ キスタンの北西部、 アフガニスタ

ンとの国境の町に拠点があります。 ここを

中心に、 先ほど紹介されました医療活動な

どをしています。

また、 あとで詳しく言いますけれども、

アフガニスタンは世紀の大干ばつが、 なお

進行中です。2000年だけで終わったので

はありません。年々ひどくなっております。

特に今年は、 すでに8月下旬に真冬の水位

になるぐらい、 川の水が干上がっています。

そこで我々としては、 できる範囲で農作物

の自給率を上げようとして活動している

ところです。
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アフガニスタン 側のジャララバ ー ドと

いう町を拠点にしまして、 水源確保事業を

おこなっております。 これに携わるために

現地で雇用された職員が約200名。現地で

助っ人として働く若者が 20 名前後。 作業

員として、 一時雇用で働く人々が、 多いと

きで700名から800名、合計約1,000名が

私たちの活動に従事しております。 これを

支えるのがペシャワ ー ル会でありまして、

日本の良心的な人々と現地の人々の努力

が一 体となって仕事が進められていると

いうことです。

谷深い故の割拠性、 自治性

いつも言うことですけれども、 アフガニ

スタンという国は、 いまの日本人にとって
一番わかりにくい国の一つです。 いくつか、

これだけは知っておいていただきたいこ

とを紹介します。

まず、 アフガニスタンは山の国です。 東

の ヒマラヤ山脈から続きまして、 世界の屋

根の西側をつくつているところがアフガ

ニスタンだと考えればいいかと思います。

国士は日本の約1.7倍ですけれども、その

ほとんどが ヒン ドゥ ークシュ山脈という

標高6,000メ ー トル、 7,000メ ー トルとい

う巨大な山脈で占められております。

こういった地理的な条件がどういうふ

うに国民生活に反映するかといいますと、

まず、 山の規模が大きくて深い。 つまり、

日本で言えば長野県を何十倍か膨らませ

たようなところを想像していただければ

と思いますけれども、 谷が深いために、 悪

く言えば割拠性、 よく言えば自治性が非常

に濃厚な地域であるということです。

さらに、 アフガニスタンという地域は、

古来、 シルクロー ドの時代から民族の 十字

路と呼ばれたところであり、 わかっている

だけで 20以上の民族、 さらに、 それ以上

の部族が谷ごとに国をつくって暮らして

いるようなところです。 つまり、 我々が考

えるような統 一 された国民国家というの

とは随分隔たりがあるということです。

雪がなければ食っていけない

それと同時に、 さらに重要なのは、 ヒン

ドゥ ークシュ山脈の白い雪。 アフガニスタ

ンの人口は2,000万人とも2,500万人とも

言われておりますけれども、 そのほとんど

と言っていいぐらいの人々、 最低の見積も

りでも8割以上が農民である。 遊牧民を入

れると9割以上であろうと言われており

ます。

つまり、 アフガニスタンの底力は農業に

あるわけです。 あの渇いた、 乾燥した中央

アジアにおいて、 二千数百万人の人々がど

うやって食っていけるかといいますと、 こ

の白い山の雪のおかげです。 何万年もかけ

てできあがった氷河、 それから冬に降り積

もった雪が夏に溶け出してきて、 川沿いに

豊かな実りを約束してくれるということ

で、 何万年だか何千年か知りませんけれど

も、 人も動物も植物も、 そうやって命を保

ってきた地域です。

アフガニスタンでは、 「 金がなくても食

っていけるけれども、 雪がなくては食って

いけない」という有名なことわざがありま

す。 まさにその通りでありまして、 雪、 す

なわち自然の水。 貯水槽として蓄えられた

白い雪が、 アフガニスタンの生命源という

ことです。

逆に「雪がなくても食っていけるけれど

も、 金がなくては食っていけない」という

日本の社会とは、 ちょっと違うのです。 こ

れが、 なかなかわかりにくい点です。 しか

も自給自足の国ですから、 自分の食物は自

分で育てる。 徹底した独立主義の精神が強

いところだと思います。

きずなとして存在するイスラム教

国民の100%近くがイスラム教徒であり

まして、 それもおそらく世界で現存するイ

スラム教徒の中で、 最も保守的で古典的な

イスラム教の世界です。 保守的だから過激

かというと、 決してそうではありません。

イスラム教というと、 最近日本に伝わっ

てくるニュー スというのは、 内乱だの自爆

テロだの暗い話が多いですけれども、 実際

の現地へ行きますと、 生活者としてはその

へんを歩いているおじさん • おばさんと、

ちっとも変わりはないのです。

ただ、 違いますのは、 先ほどアフガニス

タンは自治性の濃厚な、 多民族国家だとい

うような意味のことを言いましたけれど

も、 アフガニスタンという天下はあるわけ

で、 これを結び付けるのがイスラム教です。

イスラム教というのは、 単に我々が考え

るような個人的な信心や宗教だけではな

くて、 各地域を束ねるコア（核）的な役割

を果たすと共に、 各地域間を結ぶ、 アフガ

ニスタ ンという 一つの天下にまとまりを

与える重要なきずなとして存在している

のです。 その点が随分わかりにくい点です。
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生死にかかわる貧しさ シャワールには2,400名の患者がいまして、

都市部に行きますと、 貧富の差がはなは 私の任務は、 この2,400名の患者に対する

だしいのです。 世界中で似たような現象で 治療センターの充実ということでした。

すけれども、 特にアフガニスタン、 パ キス

タンではそうです。 私たちは医療活動をふ

りだしにして始めましたけれども、 まず思

ったのは「むなしい」ということです。

現地にいくら進んだ医療技術を持ち込

んでも、 その恩恵を受ける人は、 わずか一

握りなのです。 少しお金のある人は、 ちょ

っとした病気でもロンドンや東京やニュ

ー ヨ ークに簡単に飛んでいって、 簡単に治

療を受けることができます。 けれども、

99.9%のほとんどの人々は、 数百円どころ

か数十円のお金もなくて死んでいくとい

う世界です。

したがって、 いかに少ないお金で、 いか

に多くの人々に恩恵を施すかということ

に特別な配慮をせざるを得ない世界であ

るということです。

治療センタ ーの充実とは言うものの

私たちの活動は1984年、 「らいコントロ

ール5カ年計画」とともにペシャワールで

発足しました。 らいは、 現在ではハンセン

病と言われておりますけれども、 当時、 ペ
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行ってびっくりしました。 写真に写って

いるのは、 当時あったすべての医療器具で

す。 2,400 名の患者に対して、 ベッド数が

わずか 16床。 今日はハンセン病の詳しい

話はしませんけれども、 ハンセン病という

のは、 単に薬で治る病気ではなくて、 目が

やられたり、 神経がやられたりします。 整

形外科、 形成外科、 眼科、 神経病科、 皮膚

科など、 いろいろな分野が総合して「らい

病学」というのが出来上がっているのです

が、 これがまともに治療できる状態ではな

かったのです。

あるのは壊れた聴診器が1本。 耳にはめ

ると、 けがをするのです。 また、 ねじれた

ピンセットが数本。 押すと倒れるトロリ ー

が1つ。 これは足が4本あるようですけれ

ど、 1本折れているのです。 押すと倒れる

ので2人で抱えて持っている状態で、 いく

ら医療は精神が大事だといいましても最

低限の物や金はいるわけで、 さすがにショ

ックを受けました。 そこで私たちは募金活

動を活発化させまして、 現在に至っており

ます。

現在、 二十数年の積み重ねを経まして、

ハンセン病に必要な合併症は、 ほぼすべて

治療できるようになりました。 アフガニス

タン全士、 バ キスタン北部で唯一のハンセ

ン病の合併症の治療センターとして、 現在、

ペシャワールで機能しております。

現在、 登録された患者は7,000名を突破

しまして、 最終的には2万名になるだろう

と推測されております。 こういった患者の

力強い後ろ盾として機能しております。

こうした写真を見せますと、 たしかに私

が医者で医療活動をやっているというこ

とがよくわかります。 けれども、 私たちの

活動では、 医療とは無関係にみえるところ

で、 ほとんどのエネルギ ーが費やされてき

たわけです。

現地の人々の心を理解すること

最も大切なことは、 目立たないようです

けれども、 やはり現地の人々の心を理解す

ることです。 これは、 いまだに一つの大き

な課題であり、 いまでも悩むところなので

す。 医者ならばすべて同じですけれども、

患者が何を訴えたいのか、 どこを治してほ

しいのか、 どうしてほしいのかというのが

わからないと、 診療というのは成り立ちま

せん。

これは日本でも現地でも同じですけれ

ども、 外国人の犯しやすい過ちというのは、

現地に行きまして、 自分の見慣れないもの、

なじみのないものに対して、 単なる違いで

あるものを、 善悪、 優劣という色分けで決

めつけてしまうことが、 しばしばあります。

ごく一例を挙げますと、 現地では女性が

外出する時、 ブルカというかぶりものをす

る慣習があります。 特に若い娘がそうなの

です。 人に肌を見せるというのは非常によ

くない、 不道徳な行為とみなされるのです。

私たちが聴診器を当てるにも、 それだけで

変な目で見られることもありますので、 服

の上から当てることが普通です。

こういっだ！貫習に対して、 たしかに我々

の目から見ると不便ですけれども、 その地

域の文化まで否定するようなことを外国

人は簡単にやる。 こういった慣習というの

は、許すべからざる男女差別であるという

ことで 国際人権委員会に訴えるのは自由

です。 けれども、 私たちが言いたいのは、

「では、 そこまでこの患者のことを心配し

てくれるなら、 あなた、 連れて行って面倒

をみてください。 残って世話をせざるを得

ない我々はどうするのか。 家族はどうする

のか。」

どうしても先進国の人々は、 自分の頭の

中だけでものを考えて判断してしまう。 実

際には、 その文化の枠内で解決できること

がたくさんあるわけです。

こういった女性患者に対しては外人部

隊に頼らざるを得ない。 女性の患者は、 女

性の医療関係者が診ればいいということ

で、 多くの看護師さん、 女医さん、 女性の

医療ワーカーが現地に赴きまして、 彼女ら

の診療に力を尽くしました。 いま現在では、

彼女らの手によって少しずつ女性の医療

関係者も育ちつつあります。

このように、 私たちは、 その地域の文化

忍貫習に対して、 好き嫌いの問題はあるで

しょうけれども、 一切、 いい、 悪いという

目で見ない。 地域の価値観の枠内で解決す

るということを一つの鉄則としました。

「相手のことをわかる」と簡単に言いま

すけれども、 もう30年ぐらい一 緒に住ん
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でいる家内の気持ちもよくわからないの
に（笑）。

慣習も違う、言葉も違う、文化も違うと
いうところで、国際医療協力などという美
しい言葉があっても、そう簡単なものでは
ないと私は思っています。やはり、その地
域なり人を理解するには、それなりの忍耐
と時間がかかると。しかも、実際的でなけ
ればならないということなのでしょう。

アフガン戦争

鴫
私たちが赴いたのは、 1984 年。 アフガ

ン戦争の真っただ中。 アフガン戦争は、
1979年 12 月、当時、世界最強の陸軍と呼

境州と呼ばれるパキスタン領内に約 300

万人の難民が流れ込み、私たちも医療の立
場からアフガン問題に飲み込まれていき
ました。

診療方針の転換

初めは、細々と難民キャンプで医療活動
を続けておりましたけれども、ここで私た
ちは大きな方針転換をしました。それはど
ういうことかと言いますと、ハンセン病コ
ントロー ル計画そのものが、先進国の着想
であると。もっと詳しく言うと、ハンセン
病だけを診る診療というのは、アフガニス
タンやパキスタンの北西辺境）、卜1では、絶対
に成り立たないということなのです。

ハンセン病が多い地域は、ほかの感染症、
つまり結核、マ ラリア、腸チフス、デング

熱、御滅、流行性肝炎と、ありとあらゆる
感染症の鼠蓋であることがわかります。

しかも、こういったハンセン病を含む感
染症というのは、アフガニスタンの山岳部、
山奥の貧しい村々に多発しておりまして、
私たちとしましては、かたやマ ラリアで死

ばれたソ連軍の精鋭部隊、約 10 万人が大 にかけているのに、あなたはハンセン病で
挙してアフガニスタンに侵攻するという
事件が発生します。

その後、約 10 年間、アフガニスタンは
戦渦にさらされまして、このアフガン戦争
で死亡したのは約 200 万人以上。つまり、
国民の一 割が、この戦争で死亡したのです。
さらに 600 万人が難民となって国外に流
出しました。

特にペシャワ ー ルは、アフガニスタンの
パシュトラン族と言葉も民族も 一 体のと
ころですから、ペシャワ ー ル周辺、北西辺
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はないから診ないというわけにいかない
のです。

それで、私たちは方針を転換しまして、

内戦が下火になった
あ
籍

き
には、山村の貧し

い村々に診療所を出しました。そこで一般
の診療活動をしながら、ハンセン病もいろ
いろな感染症の一 つとして特別扱いせず
に診るという方針を打ち出しました。

アフガニスタンの、ほとんどすべての山
岳地区は無医地区ですので、アフガニスタ
ンの無医地区における診療モデ ルの確立

ということを、もう一つの大きな目標とし
て掲げるようになったのです。

当時、内戦の真っただ中でしたけれども、
アフガニスタンとパキスタンを隔てる

2,400 キロメートルの国境を完全に閉鎖す
ることはできず、人々は自由自在に往来で
きました。表向き国境は閉鎖されておりま
しても、私たちは山越えをしました。

幸い私、頭はそんなに強くありませんけ
れども足だけは強かったので、谷から谷へ、
山から山へと歩きながら、診療所開設予定
地の人々と付き合いを深めていったわけ
です。

普通のアフガン人の感覚

これは、ヌ ーリスタンと呼ばれるアフガ

ニスタンでは最も裔いところに住んでい

る民族の居住地の一つです。標高が 2,500

メートルから 3,000 メートルです。

当時、ペシャワ ー ルから歩いたり、とき
どきジープに乗ったりしましたが、最低1
週間以上かかりました。しかし、驚いては
いけません。これがアフガニスタンの山奥
の村々での普通の光景なのです。この状態
は、いまでもほとんど変わっておりません。

皆さんがよく映像でご覧になるアフガ

ニスタンというのは、ほぼ、ジャ ー ナリス

トが行きやすい首都カプ ー ルに限定され
ているのです。カプー ルというのは、アフ
ガニスタンでは非常に特異な存在でして、
こういった村々から見ますと、外国以上に
遠い存在だと人々は思っているのが現実
です。

当時も今も、そう変わっておりません。
首都カブ ー ルでどんなに政権が変わろう
とも、地域の人々の暮らしは、ちっとも変
わらない。これがアフガニスタンの現実で
す。

地元の人に聞いてみたら、 「最近までロ
シア人がいた」これはソ連のことですね。

「最近はアメリカ人が入ってきている。わ
しらとは関係ない。やつらが来たって、自
分たちの藉らしは、ちっとも変わりはしな
いんだ」というのが、一般的な、普通のア
フガン人の感覚です。

平和の国・ 日本というイメ ー ジ

この村に行ったとき、これも15年以上
前ですけれども、私はフランス人と間違え
られました。それまで 「チャイニー ズか、
ジャパニー ズか」と聞かれたことはしばし
ばありましたけれども、さすがに 「フラン
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ス人」と言われたのは初めてでした。 悪い

気はしませんでしたが、 あとで知りました

けれども、 村長さんは外国というとフラン

スという国しか知らなかったということ

らしいのです。

「いや、 日本人です」と言うと、 手のひ

らを返したように親切にしてくれるよう

になって、 まるで外国人ではないかのよう

に扱ってくれました。 単に日本人であるた

めに、 命拾いしたり、 仕事がうまくいくよ

うになったりすることが、 ごく普通にあっ

たのです。

それが最近では、 単に日本人であるがた

めに攻撃の対象になることが一 般化しつ

つあるということは、 ぜひ現地から伝えた

いと思います。

どうして日本人がそんなにもてたのか。

それは、 どんな山奥に行っても、 彼らアフ

ガニスタン人は、 みんな日本を知っている

のです。 そして、 日本について連想するも

のが三つあります。日露戦争、 広島、長崎。

この三つは、 どんな山の中に行っても、 ど

んなに学問のない人でも、 みんな知ってい

るのです。

日露戦争について言いますと、 100年前

のアジア世界がどういう状態だったかと

いうと、 日本と、 アフガニスタンと、 タイ

と、 ごく一部の国を除きまして、 すべての

アジア世界はヨ ー ロッ パ やアメリカの植

民地、 ないしは半植民地状態でした。 そこ

に、 こともあろうに、極東のちっぽけな国、

日本が、 時の超大国ロシアと戦争を始めた

のです。

「かわいそうに、 あの日本もロシアの属

国か植民地になるのか」と世界中が思って

いたのですが、 勝ったとは言えないまでも、
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これを撃退したと言うことはできる。 この

ニュ ースは、 アジアの人々の間に、 民衆の

レベルでたちまち広がりまして、 いまだに

語り継がれ、 勇気を与え続けてきたのです。

戦争がいいということではありません。

非常にちっぽけでも、 相手がどんなに大き

くても、 理不尽なことには抵抗する日本と

いう 「美しい誤解」が根を下ろしているの

です。

それから、 広島、 長崎について言います

と、 「かわいそうに、 あんなむごいことを

されて」という同情だけではなくて、 あの

廃虚から、 日本は見事に経済復興を成し遂

げたということです。

彼らはよく知っているのです。 経済的に

羽振りのいい国というのは、 必ず戦争をす

る。 戦争がなければ彼らは生き延びられな

いということを、 アフガン人のみんなは、

よく知っています。 しかし、 日本という国

だけは、 少なくとも外国に軍隊を出したこ

とがなかった。 平和な国、 日本というイメ

ージが根を下ろして、 それが最近まで続い

ていたということなのです。

これが片思いにせよ、 誤解にせよ、 6階

にせよ（笑）。 これは、 日本のあるべき国

の姿を示しているわけでありまして、 それ

が最近、特にアフガン空爆以後、 「日本よ、

おまえもか。 ちょっとした石油の利害のた

めには、 簡単に兵隊を出すのか。」あるい

は、 強い者にはペコペコして、 弱い者には

居丈高になる日本というマイナスのイメ
ー ジが急速に拡大しているということが、

ここ6、 7年間のアフガニスタンの状態で

す。

このことは、 ぜひ伝えておきたいと思い

ます。

ソ連軍の撤退

その後、 無敵と呼ばれたソ連も10 年も

ちませんでした。 アフガニスタンは、 おそ

らくソ連の衛星国になるだろうと世界中

の評論家が自信たっぷりに言っていたの

です。 ところが、10年もたたずに、 ソ連軍

は疲れて撤退を始めます。 これが1988年

の出来事です。

1989年の2月まで、全兵力10万人がす

べて撤兵し、 その後、 混乱が続きました。

これを統 一 して登場したのが、 7年前の

2001 年、 アメリカによって倒されたタリ

バン政権でありました。

私たちは、 ソ連軍の撤退した直後、 アフ

ガニスタンが大混乱しているときに、 やっ

と活動する時期がきたということで、 帰っ

てくるアフガン難民を迎え入れるように

診療所を建てていったのが1990年頃から

でした。

関心が薄れたときに力を注ぐ

そうこうするうちに活動開始から15年

たちまして、 どうも先は長そうだというこ

とが、 だんだんわかってきました。 何でも

そうなのでしょうけれども、 日本でもハン

セン病というのは1世紀かかっても問題

が残っているほどなのに、 我々外国人が、

事情のわからないまま現地に行って、 即席

で何かを成し遂げて、 「 やった、 やった」

と言って引き揚げられるものではなかろ

う。 おそらくハンセン病の問題というのは、

今後、 何十年も続くであろうというのが私

たちの読みです。

さらにハンセン病問題について、 私が言

いたいことがあります。 これはアフガン間

題も同じですけれども、 人々の関心が集中

するときには物も人も金も集まりますけ

れども、関心が薄れてしまうと、 「 本当に、

ハンセン病コントロー ル計画は存在した

のか」というぐらい、 すっと引き揚げてし

まうのです。

---私たちの方針としては、 みんなが 「我も、

我も」と押し掛けるときには行かないとい

うことです。 そのときは誰かがやるのです。

そこにニ ー ズがありながら、 誰もが行かな

くなったときに力を注ぐということです。

ハンセン病コントロー ル計画が世界的

に引いていく中で、 私たちとしては、 「と

んでもない、 患者は増え続けている、 今は

引くべきところではない」と考えました。

「むしろ活動を増やさなくてはいけない、

先は長い」ということで、 活動開始から15

年を契機とし、 1998 年の4月、 現地に社

会福祉法人として根を下ろし、 PMS病院

を建てたのです。

この病院の組織が続く限りは、 アフガニ

スタン、 パ キスタンで半永久的な活動がで

きる基地を得たわけです。

大干ばつによる飢え

アフガニスタンという国は本当に気の

-9-



毒な国です。 先ほど言いましたようにソ連

撤退後の混乱を収拾して、 やっとタリバン

政権が国土を統一し、 治安が格段に良くな

ったところ、 今からというときに襲ったの

が、 世紀の大干ばつです。

あれは、 ものすごいものでして、 2005

年5月にWHO (世界保健機関）が発表し

た内容は危機迫るものがありました。 現在

進行しつつあるユ ー ラシアの大干ばつと

いうのは、 おそらく人類が体験したことの

ない規模で急速に進行しています。

2000 年 5 月の時点で、 既に 6,000 万人

が被災し、 中でも最も激烈な被害を受けた

のがアフガニスタンです。 人口の約半分に

相当する 1,200 万人が被災し、 そのうち、

飢餓線上にある者が 500 万人います。 つま

り、 三度三度のご飯が食べられない人たち

が 400 万人です。 それから餓死線上、放っ

ておくと死んでしまう人々が約 100 万人 も、 おそらく、 これは誇張ではなかったと

という訴えを起こしました。 しかし、 これ

に対して、 ほとんど国際援助の手は届かな

かったわけです。

実際に私たちの診療所の周りでも、 次々

と村が消えていくのです。 去年まで緑豊か

な田園地帯が、 1年もたたないうちに砂漠

化しました。 当時、 アフガニスタン全土の

家畜が9割死滅したと言われています。 と

にかく家畜以外に財産がありませんから、

家畜や子どもが死ぬ前に村を捨てている

のです。 そのためにゴーストビレッジとで

もいいますか、 廃村が次々と広がっていっ

たわけです。

知ってほしいことは、 これは、 そのとき

だけではなくて、 今も進行中だということ

なのです。 あれだけ 100%近くの食糧自給

率を誇っていた自給自足の誇り高いアフ

ガン農村でしたが、 今や食糧自給率は半分

以下に落ちているということです。 それだ

け人々が飢えているということなのです。

私たちの診療所の周りでも、 こういった砂

漠化が急速に進んでいきました。

餓死者100万人

餓死者が 100 万人と言いましたけれど

思います。 というのは、 当時、 死亡したの

はほとんどが子どもであり、 赤痢、 腸管感

染症といいますか、 下痢症が圧倒的に多か

ったのです。

どういうことかと言いますと、 餓死とい

うのは皆さん、 あまり見たことがないでし

ょうけれども、 おなかがペコペコになって、

力尽きて、 ばったり倒れてしまう死に方を

する人は、 ほとんどおりません。 餓死の末

期というのは、 体がだんだん弱ってきまし

て、 栄養失調になり、 抵抗力がなくなって

くるところで感染症となります。 最も多か

ったのは赤痢、 そして普通の下痢症です。

脱水状態になり、 抵抗力がないのでコロリ

と死んでしまうという死に方がほとんど

でした。

子どもは抑制がききませんから、 汚い生

活排水、 台所の水でも飲んでしまうわけで

す。 そして下痢になって命を落とします。

普通なら下痢ぐらいで命を落としません。

けれども、 栄養失調、 食べ物の欠乏と清潔

な水がないという背景があるものですか

ら、 こうやって多くの子どもたちが死にま

した。

当時、 ときには何日も歩いて、 若いお母

さんたちが小さい子どもをしつかり胸に

抱いて診療所にやってくるのです。 まだ生

きてたどり着くほうはましで、 たどり着い

ても外来で待っている間に自分の子ども

が死んでいく姿が、 ごく日常的に見られた

わけです。 ですからあの当時、 WHOが

「 100 万人が餓死寸前だ」と言ったのは、

決して誇張ではなかったと思います。

井戸の再生

私たちとしましたら、 清潔な水、 充分な

食べ物さえあれば、 病気の9割どころか

99%はなくなるということを確信しまし

た。 まず、 残った村人たちを集めまして、

枯れた井戸を再生させるために、 さらに深

く掘っていきました。

さらに、 乾燥した地域に、 次々と清潔な

飲料水源（井戸）を獲得する活動を始めた

のが 2000 年の 7 月で、 これは現在も継続

されております。 現在では、 約 1,500 カ所

で清潔な飲料水源が確保され、 数十力所、

35万人以上の人々が、ともかく自分の村を

離れずに暮らせる状態になりました。

先ほど、 アフガニスタンは農業国家であ

り、 国民のほとんどが農民であると言いま

した。 しかも自給自足なのです。 「 雪がな

いと食っていけない」と言いましたけれど

も、 まさにその通りです。 その雪そのもの

がヒンドゥ ー クシュの山から消えて、 さら

に農業用水がなくなるという状態でした。

’ 

駄
:i 

写真に写っているのはカレー ズと呼ば

れるもので、 アフガニスタンの山間部では

普通に見られる伝統的な潅漑方法で、 簡単

に言うと横井戸です。 山の斜面へ、 水平に

穴を掘り進め、 地下水脈を水平に導き出す

というものです。

名前はカレー ズでも、 これが枯れるので

す。 それで私たちは、 診療所周辺のカレー

ズ 40 カ所の再生に手を尽くし、 そのうち

38カ所の再生に成功しました。その成果に

は、 目を見張るものがありました。
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これは2000年9月15日。私の誕生日で

したのでよく覚えておりますけれども、 診

療所付近の様子で、 ほぼ砂漠化した状態で

す。

雑草でいいから生えてくれという状態

でしたが、 ここでカレ ー ズの再生をして早

めに水を注いでやると、 7カ月後には驚く

ように変化しました。

「 違うところを撮っているんじゃない

か？」と何度も言われましたけれど、 本当

の姿です。

緑色に見えるのは小麦です。 水がきたと

いううわさだけで、 住民はみんな帰ってく

るのです。 何も大げさな 「難民帰還プロジ

ェクト」という計画を立てなくても、 人々

がその地域で生活していける基盤ができ

ればいいのです。

自分のふるさとで家族と一 緒に暮らせ

て、 ご飯が充分に食べられる以上の望みを

いだく人は、 私は少ないと思います。 みん

な自然に帰ってきて耕作を始めるのです。

ということで、 診療所の周りにも、 ひとり

でに約9,000 人が帰ってきて村が復興する

という奇跡を目の当たりにし、 農業用水の

獲得にも力を注ぐようになりました。

国連制裁による転機

私たちが最初に思っていたのは、 「 こん

なに悲惨な出来事が国際的に話題になら

ないはずはない。 自分たちは小さな団体だ

けれども、 できる範囲で、 限られた地域で

頑張っていこう」ということでした。 けれ

ども、 やってきたのは国際援助ではなく、

国連の制裁でした。

2001 年1月、 国連は前の年、 ペルシャ

湾岸で米軍の駆逐艦が自爆攻撃を受けた

のに対応しまして、 当時、 テロ組織である

アルカイダのメンバー をかくまっていた

と言われるタリバン政権、 アフガン政府を

制裁します。 それが発動されたのが 2001

年1月でした。 これがアフガニスタンの転

機なのです。

繰り返して言いますが、 国連制裁が、 ア

フガニスタンの変わり目でした。

それまでアフガニスタンは、 なんとか国

際的な地位を得ようとして、 ケシ栽培の撲

滅を図り、2001年には激減していました。

そして、 対話を重視していたグループもい

た。

けれども、 国連の制裁によって内部の過

激な意見が主流となり、 その後、 バー ミヤ

ンの仏石破壊、 さらに9月11 日のニュー

ヨ ークテロ事件が起きます。 すると翌日か
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ら、 アメリカのブッシュ大統領がアフガン

への報復爆撃、 「 これは、 我々の十字軍で

ある」などと物騒なことを言い始めました。

私もキリスト教徒の端くれですが、 悪い

ことに、 ブッシュ大統領と同じ教派に属す

るキリスト教徒で恥ずかしい思いをしま

した。 報復などという物騒なことは、 聖書

のどこにも書いていません。 ましてや十字

軍などという言葉は、 一度も聖書には出て

きません。 私に言わせれば、 あれは反キリ

スト教的な行為であります。

命の尊さに変わりはない

ともかく、 この空爆によって数万人の人

が命を失いました。 あの当時、 日本中もど

うかしていたのです。 7年前のことですけ

れども、 私が今と同じようなことを言うと、

「おまえはテロリストの味方なのか、 タリ

バンのスポ ークスマンになったのか」と非

難されました。

私が言いたかったのは、 「 アメリカ人で

あろうと、 アフガン人であろうと、 日本人

であろうと、 命の尊さに変わりがあろう

か」ということです。

ニュ ー ヨ ークのテロ事件で死んだ罪の

ない二千数百名の人々については、 世界中

から哀悼の言葉が届けられました。 けれど

も、 あの報復爆撃、 その後、 いまだに続く

空爆で死んだ数万人、 あるいは十数万人の

人々に対して、 哀悼の意は一言も聞かれま

せん。 私は、 ここに何か矛盾したものを感

じるわけです。

ともかく、 あの冬の迫る時期に首都カブ
ー ルが空爆されるとどうなるかというの

は、 アフガン人なら誰でも知っていたはず

です。 しかも、 餓死線上の人間が100万人

というときに、 国連が食温制裁までしたと

いうのは、 アフガン人にとって強い外国人

不信を広げることになりました。

空爆下での食糧配給

あの冬の迫る時期にカプ ールにあふれ

ていたのは干ばつ避難民ばかりであり、 中

流階級以上の人々は、 ほぼ国外に逃れてい

たのです。 「 その中に、 ご丁寧に爆弾を落

とすとは」と思いました。 それよりも 「食

べ物の雨を降らせよ」と日本中に 「いのち

の基金」というものを呼び掛けました。

そこで2001年の10月から11月にかけ

て、 私たちは空爆の中、 必死で餓死寸前の

人々に食糧を届けました。 全部で1,800 ト

ンの小麦粉が、 十数万人の餓死寸前の人々

に届けられたというのは、 うそのような本

当の話です。

あの当時のことを考えると、 いかに先進

国社会の中での戦争の議論は空疎なもの

かというのが、 あらためて思い出されます。

あの当時、 軍事評論家と自称する人々がテ

レビに出てきては、 まるでゲ ー ムでも見る

かのように戦争を論じていました。 だいた

い、 どこそこがやられて、次はどこだろう。
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語るのは簡単ですけれども、 まるでゲーム

を見ているかのようでした。

ピカッと光るたびに、 あの光の下で何百

人という人々が 一 瞬にして死亡するとい

う想像力に、 日本中が欠けていたと言わざ

るを得ないのです。 もう、 とんでもないこ

とです。 しかも、 ヒ
゜
ンポイント攻撃といっ

て、 これはテロリストだけを標的とする人

道的な攻撃なんていう議論を、 普通に日本

人がやっているのです。 とんでもない話で

す。 あれは無差別爆撃です。

食糧配給部隊20人を送り出すにあたっ

て私が指示したのは、 「1カ所に固まるな。

1カ所に固まったら、 1発の爆弾で君ら全

員が死亡する。 そうなると食糧配給はでき

ないので、 3カ所に分宿しなさい。 1チ ー

ムが全滅しても、 ほかのチ ームは食糧配給

を続行する」と言い渡しました。 死にそう

になったことはありましたけれども、 飢え

死にしそうな人々に食べ物を届けるとい

う任務を終えて、 彼らは無事に帰ってきま

した。

あたかも私一人が活躍しているように

言われますけれども、 実際には、 現地の勇

映像が、 繰返し繰返し流されました。 日本

人というのは忘れっぽいもので、 「何か、

いろいろあったけれども、 戦争というのは

たしかに悪いことだけれども、 まあ、 これ

でなんとか落ち着いたのかな」という印象

を残したまま、 アフガニスタンは忘れ去ら

れていきました。

たしかに、 いろいろなものが解放されま

した。 写真に写っているのはきれいなピン

クのお花畑ですけれども、 これはケシ畑で

す。 絶滅に近かったケシ栽培が、 米軍の進

駐と同時に復活しまして、 昨年の時点で、

アフガニスタンは世界のケシの93%を1

国で生産する麻薬大国になりました。

解放されたのは、 ケシ栽培の自由、 女性

敢なアフガン人たちの協力、 いろいろな形 が売春をする自由、 夫を失った女性たちが

で支えてくれる住民たちの力で私とペシ 街角で物ごいをする自由、 貧乏人が餓死す

ャワ ー ル会の仕事が成り立ってきたとい る自由だったと言っても言い過ぎだとは

うことです。 思いません。 現在、 あのちっぽけなカブー

民主化という言葉の裏にある真実

その後、 アフガニスタンの民主化が世界

的に宣伝されました。 悪の根源、 タリバン

が倒され、 絶対の自由と正義の味方、 米国

が勝利した。 民主国家がアフガニスタンに

誕生し、 人々は自由を亨受し始めたという

ルは500万人の干ばつ避難民であふれて

います。
一方で、 きらびやかな服装をした上流階

級が外国人と歩いています。 外国人は、 英

語が流ちょうで考え方が先進国の人々に

似た人と主に接触しますので、 あたかも、

それがアフガニスタンで起こっている復

興であるかのごとく思われます。

- 14 -

一方で、 新宿顔負けの華美な風俗がはや

るかと思えば、 すぐその脇では、 無数の、

数百万人のスラム街が広がっていて、 一触

即発の状態です。 しかも辺境では内乱が絶

えない状態です。 私が数日前、 アフガニス

タンを出てくる時点でも、 タリバン勢力の

実行支配が着実に首都を包囲している状

態です。

しかし、 世界にはそれが知らされません。

日本でテロ特措法だのなんだのと議論を

聞いていると、 非常にむなしい感じがする

のです。 人々にとって必要なのは、 まずパ

ンと水だったと。 そこで安定した生活が送

れることだと。

それも保障されないまま、 自由だの、 民

主主義だの、 国際協調だの言っても、 私た

ちには、 うそのように聞こえるわけです。

水の確保と農業への取り組み

私たちは、 今まで方針を変えたことはな

かったし、 これからも変えないだろうとい

うことで、 あたかも何事もなかったかのよ

うに活動を続けたわけです。 もちろん医療

が柱ですけれども、 そのために清潔な水の

必要性を感じて、飲料水確保事業が始まり

ました。

さらに充分な食糧生産がないことには、

この地域から病は減らせないということ

で、 砂漠化防止と同時に食糧自給率の増加

ということで、 農業用水を確保すると同時

に試験農場をつくりまして、 乾燥に強い作

付けを、 この6年間、 地道に続けてきまし

た。

農業というのは、 その地域の特色、 地理

条件、 気候を敏感に反映したものなので、

日本でいいからといって外国でいいとは

限りません。 いろいろ試してみましたけれ

ども、 現在のところ、 最も脈があるのはサ

ツマイモです。

2年前から、 サツマイモの種芋が盗まれ

るようになりました。 皆さんも体験がある

でしょうけれども、 本当は欲しくないもの

をもらったら 「そんなのいらないよ」とは

言わずに、 「どうもありがとうございまし

た」と言って、 放っておくのが普通ですけ

れども、 本当に要るものは自然と広まって

いくのです。

今のところ脈があるのはサツマイモで

すが、 とうとう種芋がなくなりました。 み

んなは増やし方を知らないのです。 それで、

つるからもサツマイモは増やせますので、

私は去年、 一計を案じまして、 「つるから

もサツマイモは増やせるので、 つるも取っ

てはいけない」といううわさを流しますと、

翌日からつるが取られるようになりまし

た（笑）。 すごい勢いで広がりつつありま

す。

そのほか、 農業関係についての面白い話

もたくさんあります。 そばも有力候補とし

て浮上してきました。 どんな乾燥地帯でも、

数週間ごとに水まきをすれば、 そばは収穫

できるのです。
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ただし、好みの問題があって、現地では、
日本人のように長いそばを食べるわけで
はないので、それを何に混ぜたらいいか。
小麦粉を増やすための材料として、香ばし
くて食べやすい。そういった料理の工夫も
しながら、少しずつ食糧増産を続けており
ます。

地下水の減少と用水路工事

さらに、初めは地下水に頼った農業用水
の獲得が主でしたが、その水位が年々下が
ってくる状況です。おそらく、これは地球
温暖化と関係が深いようで、年々、山の雪
が減ってくるという 現象があります。つま
り、伏流水である地下水も減りつつあるの
です。

地下水を永久利用することはできない

というのが私たちの読みでありまして、な
らばということで、雨水を直接ためる方法。
すなわち、中小河川では無数のため池をつ

くること。また、何世紀かは枯れないだろ
うということで、大河川からの用水路をつ

くることをもくろみました。
インダス川の上流ですから、高い山々か

ら水が流れてくるのです。それを比較的大
きな用水路に導いて、乾燥地帯を一挙に潤
してしまえということで、全長20 キロの
用水路のうち、2003 年の3月には第1期
13キロの工事に着工しました。

この乾燥地帯はもともと豊かな牧草地
帯で、一部は水田もあったところだったら
しいのです。それが 20年ぐらい前から、

どばく

次第に乾燥化が進んで、今では土漠と化し
てしまいました。こういったところは、ア
フガニスタン中に広がっているわけです。

アフガン復興には道路もいるし、学校も
いるし、教育も必要だけれど、まず人々が
生きて生活しなくてはいけないというの
が私たちの持論でした。こういった地域へ
一 挙に水を引いて潤そうというわけです。

といっても、何もありません。日本だっ
たら、金さえ出せば重機は自由に手に入る
し、ゼネコンもあるし、土木工事もどんど
んやれますけれども、 現地ではショベルと
つるはしだけが頼りでした。用水路がくる、
自分の村に水がくるのだということで、う
わさを聞いて難民化した人々が集まって
きました。

もちろん、日当は払っていますけれども、
240円です。水がきたら自分で耕して食え
るわけですから、こういった地域の人々が
一 体になって、自分で汗を流して水路をつ

くつていったということです。

日本の農業土木技術の活用

そのとき、日本側として随分役立ったの
が日本の農業土木技術です。これは決して、
日本の 現在のようなコンクリ ー トをふん
だんに使った土木技術ではなくて、武田信
玄の時代、戦国末から江戸時代に完成され
た日本の農業土木技術です。これが 現地で
大活躍しました。

それの最も大きなものが、蛇かごと呼ば
れるものです。簡単に言うと、金網の中に
石を詰めて護岸に使うものですけれども、
これも 600トンのワイヤ ーから1万5,000
個の2メ ー トル蛇かごがつくられました。
つなぐと 30キロメ ー トルになります。
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これが水路の構造ですけれども、日本の

伝統的な技術である蛇かごを護岸としま
りゅうし

―

う

して、 柳枝工と言うのですが、柳を背面
に置いてやりますと、柳の根がしつかりと

石の背面に生えてきて、たとえ金網がさび

て崩れても柳の根っこが石を抱えて護岸

をしつかりと守ります。これも日本の、昔
の人の知恵だったわけです。

こうして、 現地の人々の伝統的な技術と、

撃する人は誰もおりません。それもそのは
ずで、みんなの命、生命、生活にかかわる
事柄を、一 緒に汗を流してやっているから
です。

皆さんがよく新聞でご覧になる武装勢
力は、 ほとんどが地域住民そのものです。

現地のアフガン農村では、成人男子のすべ

ては同時に兵員でもあります。ちょうど日
本の戦国時代、武士と百姓が未分化であっ
た世界に近いわけです。

彼らが我々を襲撃しようと思えば、いつ

でもできます。しかし、それはしないので
す。もちろん、一緒になって働いているか
らです。ときどき襲撃する者がいるとすれ
ば、米軍のヘリコプターが我々を機銃掃射
してくることぐらいです。

日本の伝統的な技術とを重ね合わせて、無 村の復活

事、今年(2007年）の4月に第1期工事
が完成し、現在、第2期工事が進行中です。
全長16 キロメ ー トル地点が間もなく完成
しますと、3,000ヘクタールが潅漑に浴し
ます。

この写真のように、土木作業員のような
こともしています。私たちは住民と一 体に
なって仕事をしておりますから、我々を攻

この取水口は、私が昔の人の気持ちに戻
りまして、九州筑後川にある山田堰という
ところをモデルにしたもので、これが 現在、

見事に力を発揮しております。特に今年の
夏から秋にかけて、アフガニスタンは史上
最悪、2000年をさらに何倍か上回る大干
ばつに襲われるのは確実でありまして、川
の水がことごとく低くなって水が引けな
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い状態です。

その中にあって、唯一、この取水口だけ

が生き残って、現在、約 3,000ヘクタール

をこれ 1本で賄っています。

11111111 

せきいt・

このように、日本の堰板方式と呼ばれる

農業土木技術の一つも用いられています

2年前から本格的な潅漑が始まりまし

た。特に今年、次々と、 川沿いの取水口が

枯れていき、雨も降らないという中で、私

たちの用水路は、 地域で非常に重きをなし

ていて、数千ヘクタールが私たちの用水路

1本で賄われております。これが年度内に

完成しますと、合計で約 1万ヘクタールが

潅漑に浴する。そうなれば、十数万人以上

の人々が、帰って来られることになります。

この作業も危ない場面がありましたが、

石出し水制といって、かつて日本でおこな

われた護岸技術です。これが、見事に私た

ちの用水路を守りました。

これも、元は砂漠地帯であったところで

すが、こうして次々と緑化していきました。

土石流が谷を横切ったのは、昨年の今ご

ろです。必死の工事が続いておりましたけ

れども、無事に通過しました。これはサイ

ホンと呼ばれるものですが、なんと、出来

上がった翌日に士石流がやってきて、肝を

冷やしたこともありました。

我々が仕事を始めたときはほとんど無

人化していた地域に、家があちこちと建ち

始め、村が復活したのです。みんなは喜び

ました。そして、多くの難民たちが帰って

きました。
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これは 13キロ地点の貯水池です。現在、

この 3キロ先まで完成しつつあります。

ilia 

私たちが思うのは、平和というのは、決

して武器では達成できないということで

す。人々の平和な暮らしを取り戻すことが、

ます。これは現在進行中です。

助けることは助かること

時間が迫ってきました。暗い話ばかりし

ましたけれども、では、アフガニスタンの

人々が暗い頻をして生活しているかとい

うと決してそうではなくて、助っ人に来て

いる日本人の若者たちのほうが暗い顔を

しているのです。

これは、どういうことなのか。明日、ご

飯が食べられない人のほうが生き 生きと

していて、日本で生きがいを見つけられず

にやってきた若者たちのほうが暗い顔を

している。これは年来、私の疑問でした。

一般に、何かを持てば持つほど人間の顔

は暗くなってくるのです。失うものも増え

てくるのです。

私も初めの頃は「かわいそうに。助けて

あげなきゃ」という気持ちがなかったわけ

ではありません。 これは決して悪いことで

はありませんけれども、なにか高いところ

から低いところに、金でも投げ込んであげ

血なまぐさい争いから私たちを遠ざけて るような気持ちが全くなかっとは言えま

くれるのだと、私はますます確信するよう せん。

になりました。

第 2期工事によって、広大な面積を潤し

しかし、今、振り返って考えてみますと、

実は助かってきたのは自分たちではなか

ったかと思うわけです。

今、世界を覆っている迷信は、「金さえ

あれば何でもできるのではないか。経済さ

え上向きになれば、ばら色の世界が我々を

待っているのではないか」という迷信です。

そして、「武器さえあれば、この身が守ら

れるのではないか」という迷信です。私た

ちは、この迷信にとらわれず、自由にもの

を見ることができるようになったとい う
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ことです。

「情けは人のためならず」と言いますけ

れども、 私たちは、 この二十数年の事業を

通じまして、 「人間が最後の最後まで失っ

てはいけないものは何なのか」 「これはな

くても、 人間らしい生活ができるというも

のは何なのか」ということについて、 一つ

のヒントを得たような気がするわけです。

今後も、 「 現地の事業は私たちのためで

もある、 助けることは助かることだ」とい

うことで、 日本人みんなの良心的な事業と

して継続していきたいと思っております。

以上で乱の話を終わらせていただきま

す。

ご静聴ありがとうございました。
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